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第68図 SX101出土遺物実測図⑬ (1/3,653: 1/4),刻 印拓本 (1/2)
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れる型成形の香炉類とみられ 釉下に⑭の印をも
ψ乳 胎土

は釣了晰尋隣色を呈し,釉は鈍い黄色に発色する。

668～ 680は ,玩具で飯事・箱庭セット。備前系のもの

1679・ 6801を無 く ,施釉,絵付けされたものが大半を占める。

681は,対蝸。内外面に緑錆及びガラス質の熔着が認め

られる。同形のものが 数個体出土している。682は備前

系の焼き締め陶製奄 柱状の形態を呈する。中空のものく

器面に「金昆羅大招囲〔 〕」の刻書を施している。683は ,

型合わせの土鈴。同形のものが 数個体出土している。

融 ～Ю5は,土師質・瓦質土器。皿等 小形の製品に
ついてはほぼ皆無となっており,型成形とみられる勝 ,鉢

類を中心に中。大形の加熱具が中心に認められる。加えて

在地産の御厩系焙烙に粘土紐巻き上げ成形と外型成形が

共存して認められることから,高松城編年 (佐藤20031で

は様相8・ 9(19蜘つ箸0に相当するものと考えられる。
684は,蓋。胎土は精賞で橙色を呈しており,上治軸こ円

及び方形の通孔部が認められる。内面には,煤の付着が認

められる。鶴5は浅い鉢形に中空の把手が付くものく フラ
イパン状の形態を呈する。胎土には,684と同様のものが用

いらヤぱ『いる。686・ 687は,断 。何れもさなが一体化し,
~重
の特造をもつ。口縁には3箇所の山形と加熱具を抑する

突起を有し, 3足の脚付きである。6861よ , さなの下端から

釣鐘状の燃焼部が付く。外面には型押しによるとみられる

牡丹唐草の陽刻文,内面にはハケ調整が施される。底部の

中央にはЭの陽刻が認められる。687は焚き口の下音陸渤

に張り出し, さなには脚が認められる。外面には,錦状の
ヘフ彫り文が施される。688は,電。円筒形を呈し,口縁か

ら窓が切り込まヤ下端に張り出しをもつ。器面には炭素を吸

着させ クト面に磨きを施現 内面・底音脱こはハケ調整が認b
られる。側面には穿孔音防淵拗られる。689は ,角形のク噂猛

四方隅に脚力W寸き,底部の中央にI説焼成後の鋼 膀釉 ら

れる。器面には災素が吸着しており,外面に磨き,見込み

にハケ調整を施売 口縁隅i3頚勁咳J印をもち,胎土イ菊 閃

石が認められる。6901ま ,土師質焼成の火消曖乱 691・ 692

は,瓦質焼成で型成形とみられる茶釜・羽釜。ともに鍔部
の下端で接合痕が見られる他は,明瞭な調整痕が認められ

ない。693・ 694は在地産の御厩系焙烙く 粘土紐巻き上げ

成形 16931のものと外型成形 16941が認められる。ともに

焼成は瓦質となっている。695は,五徳。胎土は精良で灰白

色を呈し,脚の付け根に「イ青和堂」と判読される小判印が

認められ 京都産と推定される。696は,大型の0酬 鉢①
隅丸の長方形を呈し,底音日零胃酪 をも▼乳 土師質焼成奄

底部にハケの調整痕が認められる。647は大・小の法量差

をもつ二日の竃奄 外・内壁の2重構造をも
ヤ乳 土師質の焼

成く 外壁を磨き,内壁にはハケ調整が認められる。同形

品く 器面に戊素を吸着させたものも出土している。698～

701は鉢・亀類と推定される土師質土器片く 刻E口をもつもて仇

698は外面に磨き調整を施すものく角形の枠に「みまや〔 〕
惣〔 〕」の刻印が認められる。699は外面に赤色を呈する
塗土と磨き調整を施すもの奄「〔 〕山〔〕蔵」の刻印

が認められる。ЮOは二口竃の上端隅部片と推定されるもの

く 外面に炭素吸着処理 磨き調整を施し,晴涸の刻印が

認められる。701は二口亀の側壁陪調キと推定されるものく

外面に炭素吸着処理 磨き調整を施し,九に「常」の刻印

が認められる。702～ 704は二口竃の付属品と推定されるも

のく 木艦 底部正面脇の柄穴に接続X用いたものと考え
られる。焼成は土師質奄 中空 (702～ 7041の ものと中

実 (700のものがある他,器面に炭素吸着処理を施す 17041

ものと上・側面音日こ赤土を塗る17051ものが認められる。何

れも,上面部には磨き調整を施魂

706～ 724は,瓦。瓦については軒文様を有する等 特

徴的なもののみコンテナ5箱程度を取り上げた。軒九,輯 ,
桟瓦があり,高松城編年 (佐藤n31では様相 8・ 91こ該
当するものを中心に様相5(18世紀第 2四半期)まで遡るも

の力湘められる。

706～ 713は,軒丸瓦。Ю9,713等 巴の尾が短くコン

マ形となるもの, また珠文の無い租 力認 められることから

高松城編年の様相8'9を中心に考えられる。馳 ～宅とは,

軒平瓦あるいは軒桟瓦の軒平部。714～ 7181ま,中心飾り

が半裁花菱文系のも(仇 714は中心飾りと唐草を陽刻線で

表し,高松城編年の様相5に相当する。瓦当面には,キラ
コの付着が認められる。715'716及び軒桟瓦 718は,様相
8・ 9に相当する。719・物01ま中心飾りが宝珠文系のものく

物0は様相7にオロ当する。721は,四葉文系の中I�りをもつ。

722～ 77/4は,桟瓦及びその軒九部。

S8～ S171よ,石製品。コンテナ1/2箱程度出上してい

る。S8は角礫凝灰岩製のものく 全面に条痕となる工具痕

を残現 用途不明。S9～ Sll i菊働見 安山岩系のものを用

ヤ、両面を磨いたもの。側縁が折損するものが多いが 本来,

方形状に成形されていたものと推定される。S12～ S151よ ,

ろう石。使用のため,端部が磨明成っている。S16は ,チヤー

ト製の火打ち為 S17は,仇
lV23は木製品。木製遺物については取り上げたものは

コンテナ1箱程度あるが 何れも小片で遺存状態は悪い。

WV23は指物の印鑑奄「亀田屋」の銘が判読可能である。

高松城下で亀田屋に該当するものでは,文政5年 (18221に

高松藩の国産紙取柳 7ヽを専らとする御国紙漉問屋に任命さ

れた亀田屋甚右衛F]が知ら,質いる。

M路～35は,金属製品。金属製品については,釘・金

具類を中心にコンテナ1/4程度が出土している。M路 は,

風鈴の鐘部とみられる小型品。内面に短冊を吊るす舌が認

められる。M斃 は,釣針状を呈する金具。上端t霊露睛肋ゞ

あり, リング状の判 蕩勤諫ている。M%。 26は,飾り金

具の類力ちM野 は,吊手。M路 ～30は,銭。W131は,箸。

�生ク～34は,釘。M“ は,火箸である。

Gl'2は , ガラス製品。ガラス製品についてはコンテナ1/2

程度出土Ⅸ おり,図化したもの他,ランア雀 酒器類と推

定される細片が認められる。Glは瓶く 同形のものが数

個体出上している。G2はコップく 上半部円肱 下半部

は人角形を呈する。ガラス材には,気泡が目立つ①
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第6節 時期不明の遺構 。遺物等

撹乱直下検出遺構 (第 74図参照)

以下は,撹乱直下の砂堆面で確認され 0遺構面として
調査を行ったものである。出土遺物力ヽ まぼ皆無である状

況から,遺構の開同時期を特定することが難しいものが多
いが 調査地内における遺構の様相からは,17世紀代を

中心としたものと推定される。

SE001(第 74図参照)

調査地西部 E5,標高 0.94mで確認した井戸状遺構で

ある。南半部を欠くが 平面は 1.5m程の円形と推定さ

れる。深度は0.94m奄 断面はU字形を呈する。埋土
は上位に拳大の円礫を含む褐灰色砂質シルト全 中位に

暗灰黄色シルト質粘上が認められる。下層は円礫を含み,

ややグライ化した灰色の砂質シルトが堆積しており,湧水
層に達している。出土遺物は少量全 図化したものの他 ,

土師質土器皿の細片がある。出土遺物から,概ね17世
紀前葉に埋没したものと推定される。

SE001出土遺物 (第 74図参照)

7251ま備前系陶器の大甕く 口縁部の形態から乗岡編年

の中世 6期に相当するものとみられる。726は,土師質
土器悟鉢あるいは内耳付鍋の口縁部。高松城編年 (佐藤

20031より,様相3までの所産と考えられる。

SK001(第 74図参照)

調査地北西部A6,標高 1.17mで確認した土坑である。
平面は,0.9m程の円形を呈する。深度は0.27m,断面は

中位に段の付いたU字形を呈している。埋土は,若千量
の炭・焼土粒を含拓ッだ暗灰黄色シルトである。出土遺物は

無い。

SK002(第 74図参照)

調査地西部 E5,標高 0.94mで確認した土坑である。

平面は,南北lこ 105m,東西にα56mを測る長方形を呈し,
障8° この主軸方位を示現 深度は0布 m,断面は台形
を呈している。埋土は,円礫を多量に含む褐灰色砂質シル

トである。出土遺物は少量く 土師質土器の細片がある。

SK003(第 74図参照)

調査地西端郡 Gl,標高α80mで確認した土坑である。

平面は,1.2m程の円形を呈するが この内偵」に別途埋土
をもつ径 0.55m程の円形吉酔 認ヾめられる。深度は0.56m,

断面は台形を呈する。土層断面の観察から,内側の円形
部を固定するように外縁部及び中位に粘質上が認められ,

埋甕等の据付とその抜き取り部分と推定される。中位の粘

質土はグライ化し多量の円礫を含んでおり,その下位には

締まりの無い砂が充填さン傾ζいる。底面は湧水層には達す

るものではないことから上方からの水流が窺え,遺構基盤
に堆積する砂堆へのつ勁くを目的とした施設が想定される。

出土遺物は無く,所属時期は明確でないが 抜き取り痕と

考えられる円形部の埋土に戊・焼上が認められ,当地点
で広範に存在した焼土層との関係から17世紀前葉頃の所

産と推定される。

SK004(第 74図参照)

調査地北東隅A13,標高 083mで確認した土坑である。

平面は,東西に 1劇随,南】いこ0.6C血 を測る長方形を呈し,

洋82° 即 前後の主軸方位を示現 深度は615m,断面
は台形を呈している。埋土は,円礫を多量に含む褐灰色
シルト質粘上である。出土遺物は無い。

SP010～ SPO17(第 74図参照)

調査地北東隅 A13,標高 082～ α88mで確認した柱

穴群全 詳8° ‐E前後の方向に筋が通るものである。柱穴
は何れも径 02mの規模をもち,SPO15には根石が認めら

れる。この内,SPO12～ SPO14の列とSPO15～ SP017の

列との距離が6尺5寸相当の一間となっており,梁行 1×桁
行2間以上の建物が想定される。またこの中央には,直交

する主軸方位をもつ長方形の上坑 SK004が位置しており,

建物との関連も推測された。出土遺物は少量全 SPO10か

ら土師質土器足釜脚部と土師質土器の細片がある。

SP025(第 74図参照)

調査地南東部 FЮ,標高0.90mで確認した礎石である。

礎石の据付となる掘り方は,西端を欠くが 平面α%m程
の方形と推定されるもの全 断面は台形を呈し,深度は023

mを測る。底面には,根石として板状となる安山岩系の石
材を据え,その上部に花尚岩系の礎石を設置したものであ
る。軟弱な砂堆上での沈下防止策とみられるが 調査地

内でこの様な正法,規模をもつものは確認できない。出土
遺物は無く,所属時期は不明である。

遺構外出土遺物 (第 74図参照)

以下 727～ 730は撹乱等の遺構外出土遺物である。

727は備前系陶器く 椀形のものである。灰色を呈する胎

土く 器面は暗赤灰色に焼成されている。内外面に責ゴ

マが認められる。728は E2地点の出土品く 景徳鎮窯系

青花皿。端反の口縁部をもつ。高台内には,放射状とな
るカンナ痕が認められる。729・ 730は,板作りの焼塩壷
と同蓋である。729は赤色粒を含む橙色の胎土全 内面

に布目痕を残坑 B7地点の出土品である。730は,長石・

石英の砂粒を含む浅責橙色の胎土く 内面に布目痕を残

現 底部には,粘土塊の充填痕が認められる。C7地点の
出土品である。
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第 4章 調査のまとめ

以下 高松城跡 (厩嚇 における各期の調査成果を概観

する。

《中世》(第 75図参照)

当該期については,遺構の遺存・確認状況が良好ではな

く不明な点が多いが 12世紀後半～13世紀代に埋没した

旧河道を中心とした立地環境が考えられる。旧河道は北東

方向を示すものく 西岸と東岸とで認められる高低差及び

基盤層により,西を微高地とし,東側には低地あるいは河

道域が広がつていたと推定できる。また遺構については溝,

土坑,柱穴が確認されたが 低地である東部に偏在するこ

とから地形に由来した遺存状況が考えられる。その形成時

期は,低地での出土遺物から十日,可道の埋没後から空白期を

置く中世末期を中心としたものと推定される。■九 西側の

微高地では遺構は未確認だが 十日1可道に認められる一定

量の出土遣物から,12世紀後半～13世紀代の時期に遺

構が存在し頑 畿陛が想定される。なお当地の数百m東側,

高松城の南東端にあたる東町奉行所跡地 (第 3図参照)で
も同規模,同方向を示す旧河道が確認さヤており,12世紀

後半～13世紀代に埋没を迎え,以後中世末期に至るまで

低地帯として残る。複数の流路や低地の存在は築城以前に

見られる「八輪島」の呼称を示唆するように思われ 島に

相当する安定した中洲の存在ともあわせて,旧地形の解明

が待たれる。

《近世》(第 76図参照)

近世,高松城内における調査地は,以下のように周辺で

の調査結果や現況で認められる地割から厩跡に比定され

る。

当地点に厩が記された絵地図は,卵霊点で元文5年 (17401

から明治5年 (lM21のものまでが認められる。描かれた厩

の敷地は何れも西側で大手筋に面し,南側は外堀の土塁に

よつて隔た″Ⅸ:いる。封印1につヤても東西方向tυ卜曲輪を三

分する道路の中輔 のヽ筋と北接し,東側は中堀から外堀
へと鍵形t頸皇びる南北道路と接している。これらの地害Ⅲよ,

現状でもその名残を容易に見出すことができる。

外堀は明治33年の埋め立て後,町屋となり現在の兵庫

町・片原町の北筋に並ぶ商店街に相当する。九亀町もまた

商店が軒を並べる筋全 その由来は生駒正俊の家督相続

時に遡るとされる。各 の々筋は概ね条里方向を示し,直行

する位置関係で整然と直線的に延びるものく この交差箇
所に高松藩の街道筋の起点でもあった太鼓椅 常盤橋が

架けら才質いたとされる。土橋とされる生駒時代については

不明な点もあるが 常盤の名が示すように何れの絵地図で

もこの位置に橋の存在を認めることができる。

外堀から城内に廷びる大手筋は,現在のように中堀まで

達せず絵地図では東西方向の道に突き当たるT字路となっ

ている。外曲輪を東西に横断する道は3列あり,中堀対岸

の堀端を最前列に,以南に2列存在する。この内3列目が

大手と交わるものく 2列目にオロ当する道は松平大膳家上

屋敷跡で検出され 西と東部で現在に残る道路の延長上

にあたる。また2・ 3列目の道に挟まれた区画には,各々

の道に面し屋敷が南北2段に並んでおり,松平大膳家中屋

敷跡・丸の内地区の調査で隣接する屋敷の境が確認さ″質

いる。検出された屋敷境と2列目の道との距離は約 3Cl m,

15間相当となり,同距離に3列目の道が現在の道路上に想

定される。

また厩の東側を画する鍵形の道については,松平時代の

絵地図では何れも変わりなく描かれ,生駒時代末期には鍵

の向きが逆方向の東へと折れるものの,外堀へと廷びる南

北の区間については大きな変イBよ認められない。

以上のように,厩の敷地については概ね現在に残る地割

から推定でき,またこれらの螂 1よ生駒時代末期の絵地図

に遡っても大きく変わる点イ規 られない。よって以下 これ
らの地割や絵地図を参照しつつ,各小期の成果を棚観する。

【17世紀前剰 (第 77図参照)

井戸 土坑,溝状遺構,柱穴が確認されている。出土

遺物から,高松城編年の様相2(1620年代)までに廃絶

したと考えられる。全体的には遺構の削平・撹乱が大きく,

敷地内の配置状況は明確ではないが 4基認められる井戸

跡lSE101,001,106,1031と 大半の遺構に焼土が認めら

れる点から,生活空間となった建物の存在が想定される。

当該期においては,拝領者を示した絵地図や文献資料は

確認できない。

〔V世紀中剰 (第硲・81・ 82図参照)
井烹 土坑,ltX711状遺檻 柱穴,性格不明遺構が確認

さ才質いる。所属時期は先行する遺構面及びSX103等の出

土遺物から,1620～ 1660年代と考えられる。

特筆されるSX103については, 次のような特徴が挙げられ

る。① :2× 3間相当の長方形を呈し,精緻な石積をもつ井

戸状遺構であること,② :①に付随して,礫敷きの踊場や階

段石といつた昇降部をもつこと,③ :上部構造をもつ可能性

があること,④ :石積t蜘家の家紋が刻印さ才ていること,
である。④の刻E剛よ,生駒正俊・高俊時代の大坂城普請に

類例がある。16al年代,3期に亘って行われたとされる石普

請く 幾つかのバリエーシヨンをもつ波切車紋等 生駒家の

ものとされる刻印が確認さヤている。これによると本例の亥」

Ewよ,正俊時代より用いられた波切車紋の形態と合致する。

このように刻印と推定される遺構の構築年代に矛盾はな

いが 遺構の施主について不明な点が残る。絵地図「生駒

家時代讃岐高松城屋敷害↓図」によると当調査地は浅田図

書 生駒左衛門佐の敷地に相当し,後述する松平時代初

期の木簡からも生駒時代末期く これらの屋敷に該当する
点はほぽ確実である。よって現状では,生駒を名乗る生駒

左衛F]佐の屋敷に付随するものと考えるのが妥当であるが

当人物については同族の家臣団にあつて不詳な点も多く,

またこれらの拝領者が正俊時代に遡うる記録資料もないこ

-90-



噸

|

第 76図 高松城における調査地点の比定図 (1/2500)
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第 78図 遺構変遷図-17世紀中葉― (1/250)
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とから,本来,藩用の施設,敷地に属していた可能性も想
定される。

遺構の性格についても不詳な点が多いが,屋敷地が
北面で道に接することを前提とすれば,南部から昇降
するSX103に対し敷地への出入り口はSXlC13の北側と

なることから,共同の井戸・防火水槽としては考えにく
く,当敷地内における使用を目的としたものが想定され
る。また所属時期や先に示した特徴が該当するものと

して,熊本県人吉城跡で確認された2例の「大井戸遺構」
が参考事例として挙げられる。一方は藩主を脅かす程

の権勢を振るい,後に「お下の乱」と呼ばれる御家騒
動となった家臣清兵衛屋敷のもので,絵図との対比か
ら三階建ての「持仏堂」とされ宗教的な性格に加えて

櫓としての軍事的な側面も考察されている。他方の例

についても清兵衛屋敷の持仏堂と強い類似性を示すと

しながら,井戸がもつ祭祀,宗貌陛を重視し経堂の行
水施設との想定がなされている。しかしながら本例の

SXlC13に ついては人吉城跡のものに比べ,上部構造,井
戸内部の状況が明確でなく,ま た出土遺物,記録資料
でこうした軍事,宗貌陛を直接,示唆するものは認め
られない。このような状況からその性格の判断にあたっ

ては,今後,類例や記録資料の増加,蓄積を待ち, よ
り慎重を期すべきであろう。

また当該期は,遺構の分布が最も濃密に認められる。
特にSX103以東については石積をもつ土坑SX107を は

じめ,同契機に廃棄されたものと推定されるものが多
く,SX103の東壁が大きく壊されていることからも東側
で大きな改変があったことが窺われる。この廃絶期に

相当する絵図に「高松城下図屏風」があり,拝領者の
名はないが先の「生駒家時代讃岐高松城屋敷割図」及
び文献資料「生駒家廃乱記」によれば,大手筋に西面
して間嶋半右衛門,その隣に松田庄左衛門の屋敷を想
定することができる。「高松藩士由緒鋼 によれば 間

嶋半右衛門は初代高松藩主頼重に水戸より仕え高松入

部時には千石を預かる年寄とされ,松田庄左衛門につ
いては京より仕え,高松入部時に三百五十石の旗奉行
であったとされる。屏風絵での屋敷割は,生駒時代末
期に記された屋敷と広さが逆転しており,建物の表現
も広さに呼応したものとなっている。知行高によれば

妥当な表現と考えられるが,SXlC13から庄左衛門の弟の

名を記す木簡が出土しており,厳密には出土地点が示
す屋敷の範囲と合致しない。最も想定しやすい要因に
上述した東半部の改変があり,東側から木簡が流入し
た可能性が考えられる。また木簡に共伴する陶磁器類
から弟の庄九郎が百石分を分地された寛文4年 (16f41
に改変の契機を求めたいが,改変後を示すことになる
屏風の制作年代 (lG語年以前に推定)と矛盾する。な
お屋敷境を示す可能性のあるSA101,102があるが, こ

の内SA102に ついては比定される東西道に沿って確認
されていることから,敷地の北面を画する境を示すも
のと考えられる。

【17世紀末葉～ 18世紀前半】(第 79・ 82・ 83図参照)
井戸,土坑,柱穴,溝が確認されている。所属時期
は先行する遺構面及びSXl髄等の出土遺物から,17世

紀末葉～ 18世紀前半代と考えられる。前代に比べて遺

構数は減るが,多量の陶磁競 瓦等を含むSX104の存
在が目立つ。この出土遺物は高松城編年の様相 5(18
世紀第 2四半期)に相当し,後述する御用屋敷から厩
への移行期に合致することから,御用屋敷に関連した
廃棄物と考えられる。なお出土品にある「無縁」の墨

書を記す土師質土器皿は,未だ露呈していたと考えら
れるSX103と 関わりでみるなら,廃棄における祭祀的
な意味合いが想定される。東端部に分布する遺構の一

群については,焼上を伴うものが多いことから享保 3
年 (1718)の高松大火に関連する可能性がある。敷地・

区画の変更を示すものとして,道の側溝と推定される
SD101が現在の大手筋に相当する道路脇から約Юm東
よりに認められる。この変遷については,「高松城下図

屏風」と「享保年間高松城下図」に見られる外堀大手
の虎回の変更に関連するものと考えられる。「高松城下

図屏風」では外堀の上塁と並ぶ高麗門を潜り,西に面
する屋敷 (横井嘉右衛門屋敷)の張り出しにより東ヘ

折れるもので,その南壁に接し番所が設置されている。
一方,「享保年間高松城下図」では,枡形は独立した土
塀とみられるもので構成され,門は奥まった東壁へと
移動し,番所の位置も東側の屋敷 (御用屋敷)方向へ
と変更されている。西側の屋敷の張り出しがなくなり,

香所が東へと移動したことで,番所を過ぎると視界の
開けた空間となっている。変遷時期の言耕日は不明だが,

頼重時代の城改築時,あ るいは享保期,高松大火後の
類焼防止策に関連したものと想定される。

【18世紀中葉～ 19世記後半】(第罰・84～ 86図参照)
性格不明遺構 SX101,108が確認され,所属時期は出
土遺物から18世紀中葉～ 19世紀後半と考えられる。上

述のように絵地図で,厩の標記があるのは「讃岐国香
川郡高松城図」等,元文 5年 (17401と されるものが
最も古く, これ以前の「享保年間高松城下図」(1716～
17blでは御用屋敷とあり,城外の南西方向 (現在の紺
屋町付近)に御馬屋の標記が認められる。加えて「小
神野夜話」では5代藩主頼恭 (1陶 ～ 171年 )の時,

御馬屋が内町へ移ったとの記述があることから,17翻

年あるいは 1740年 に当地が厩となったと考えられる。

厩の時期に相当する遺構の数は極端に少ないが,この
状況は「東讃高松絵図」及び「明治五年作図高松旧城

下町図」において馬場と表記されている点に相応する

ものと考えられる。またこの「東讃高松絵図」では馬

場の標記と並んで,「井戸址」との記載があり,一部
SXl饂 力選 した状況であったことが調査結果とともに

窺われる。前代からのSD101については,それ以降の
絵地図で虎口に大きな変更点は見られず,大手筋に相
当する境として存続していたものと推定される。こう
した厩の敷地も明治 15年の地図「讃岐高松市街細目新

図」になると電信局として標記されており,「高松市則
によれば「明治 10年 3月 ,玉藻城内に高松電信取扱所
を設置,同 11年 7月 ,内町に移転」とあり,明治 11年
(1878)に厩が姿を消したことが窺われる。幕末・明治

期の遺物を多量に廃棄したSX101が確認されているが,
当遺構はこの際の所産と推定される。

-93-



1495b比

1495150士
〇

第 79図 遺構変遷図-17世紀末葉～ 18世紀前半― (1/250)

第 80図 遺構変遷図-18世紀中葉～ 19世紀後半― (1/250)
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「生駒家時代讃岐高
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第 82図

「高松城下図屏風」

(調査地付近)
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・河原正彦 1990「京焼」『日本陶磁体系 26 京焼き』平凡社
・河原正彦 1981「 初期の京焼」『日本やきもの集成 5 京都』平
凡社

・河原正彦 1990「京焼」『日本陶磁体系 26 京焼き』

・九州近世陶磁学会劉拗『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会 10
周年記念』

・北山健一郎 1999『香川県立博物館建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告 高松城跡』 (財)香川県埋蔵文化財調査センター
・九州近世陶磁学会 2002『国内出上の肥前陶磁』

・佐藤竜馬 2002『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告第4冊 高松城跡 (西の丸町地区)Ⅱ』
・佐藤竜馬別∞『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告 第 4冊 空港跡地遺跡Ⅳ哲
・白神典之 19弦「堺橋鉢考」『東洋陶磁 第 19号』
・佐藤竜馬 2001「瀬戸内沿岸地域からみた讃岐の焙烙」『四国と

周辺の上器ィ賠烙の生産と流通言』

・三田市教育委員会 1996「三田焼きの研究一三田市志手原 小西
家寄贈土型資料調査報告書一」

・三田市教育委員会 1991「三日焼きの研究一三輪明神窯跡出土土

型①―」

・三田市教育委員会 2004「三田市文化財調査報告 第 20冊 三
田焼に関する基礎調査・史料調査事業報告J

・財団法人 瀬戸市埋蔵文化財センター2002「財団法人 瀬戸市
埋蔵文化財センター企画展 江戸時代の美濃窯」
・財団法人 瀬戸市埋蔵文化財センター2003「財団法人 瀬戸市
埋蔵文化財センター企画展江戸時代の瀬戸窯」

・四国城下町研究会釣骸『四国・淡路の陶磁器Ⅱ―理兵衛焼と京焼』

・東京大学埋蔵文化財調査室編 1990『東京大学遺跡調査室発掘調

査報告書3 東京大学本郷構内の遺跡 医学部付属病院地′点J

・豊田基 1鋸2「讃岐のやきもの」『日本やきもの集成 10 四国』平

凡社

・乗岡実 2002『岡山城三之曲輪跡―表町一丁目地区再開発ビル建

設に伴う発掘調査―』岡山市教育委員会

・林屋晴三 1989『 日本の陶磁 13 京焼』中央公論社

・人吉市教育委員会 1"9「史跡 人吉城跡 X 平成 10年度地下室
遺構の発掘調査報告書」人吉市文化財調査報告書 第 19集
・人吉市教育委員会 2003「 史跡 人吉城跡 XI」 人吉市文化財
調査報告書 第 21集
・藤沢良祐 1993『瀬戸市史 陶磁史篇』瀬戸市
・藤好史郎 1996『高松港頭土地区画整理事業平成 7年度埋蔵文化

財発掘調査慨報 高松城跡』(財 )香川県埋蔵文化財調査センター
ほか

・船木佳代子 1981「大阪・奈良のやきもの」『日本やきもの集成7

近畿Ⅱ』

・古野徳久ほか 2000『平成■年度サンポート高松総合整備事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告 高松城跡 (西の九町)・ 浜の
町遺跡』 (財)香川県埋蔵文化財調査センターほか

・堀内秀樹 1∞7「東京大学本郷構内の遺跡における年代的考察」陳

京大学校内遺跡調査研究年報 1 1996年度』東京大学埋蔵文化

財調査室

・松本和彦 2∞3a『高松家庭裁判所移転に伴う埋蔵文化財発掘調報

告 高松城跡 (丸の内地区)』 香川県教育委員会・財団法人香川県

埋蔵文化財調査センター

・松本和彦 2003『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告 第 5冊 高松城跡 (西の九町地区)Ⅱ』 (財)香
川県埋蔵文化財調査センター

・松本和彦 2003b「 近世」『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調

査報告 第 7冊 空港跡地遺跡Ⅵ』 (財)香川県埋蔵文化町調査
センター

・村川行弘 2002「大阪城の謎」学生社

・森下友子 1996「高松城下の絵図と城下の変遷J『財団法人香川県

埋蔵文化財調査センター 研究紀要』Ⅳ (財 )香川県埋蔵文化
財調査センター

・森下友子 1"8「まとめ」『空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財調

査報告 第 3冊 空港跡地遺跡Ⅲ』香川県教育委員会ほか
。横田賢次郎・森田勉 1978「大宰府出上の貿易陶磁」『九州歴史資

料館研究論集刻

・森下友子 211112「近世の富田焼―吉金窯出土遺物―についてJ『財

団法人香川県埋蔵文化財調査センター 研究紀要』X(財 )香
川県埋蔵文化財調査センター
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遺構観察表
各測定値は確認された最大値を示す。

遺構番; 長軸(m 短軸(m) 深度(ml 方仕 平画形状 断面形状 重複関係 埋土特徴 出土遺物 所属時期 備考

ヽ

円形
代

円形
代

円 形
ヽ

円形
む )

,世後半～近 現
代

む ) ヽ

円形
少遺。磁器,土FT質上器綱片 中世後半～近 茨

代

円形
代

円形
少せ。上師質土器細片

代

円形 師質上器細片

,世後半～近 現
代

党貢色(5Y7/3)ン ルト質極細砂

代

円形
,世後半～近 現
ヽ

不整形
代

円形
く

指円形
IH。

,世後半～近 現
モ

埒灰色(7 5YR4/1)ンルト倣 ,焼土粒含む)

代

円形
,世後半～近 現
代

円形
代

円形
少 重。■師質土器細片

代

円形
,世後半～近 卵
t

勇灰色 (7 5YR4/1)シル ト(明 黄褐色上含む ) 照。

ヽ

円形
P世後半～近 現
代

ヽ

円形
ヽ

(O00) (方形) 台形
ミ

円 形 段付u字尭
零74図参照。

ヽ

長方形 台形
口世後半～近 男
モ

台形

長方形 台形
停世後半～近 現
ヽ

(018) P015に先行。 {

(032) t行。
勇灰 色 (7 5YR6/1)シルト質粘 土

ヽ

(円形) υ字形
市質土器皿等

E

(035) (円形) υ字形
こ

円形

貢灰色 (25Y6/1)砂 混じリンル ト(小円際含む ,

円形
7C中栗～19C中

髯

(円形)
疼

円形
屯い頁橙色(10YR6/3)ン ルト質種細砂 1/1ヽ 礫 ,浅貢色極

憫砂を塊状に含む)

7C中薬

円形

円形
,110に先行。

佃砂を塊状に含む) R石残る

隅丸方形

楠円形

竜い黄橙色(10YRO/3)シルト質種細砂9ヽ礫,浅黄色極
翻砂を塊状に含む)

円形 翻砂を塊状に含む)

酪 101をI■成

円形 綱砂を塊状に含む)

屯い貢橙色 (10YR6/3,シ ル ト質極細砂 無 。

惰円形 す)
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憲構番号 長軸(ml 短軸(m) 深度(ml 方位 平面形状 断面形状 重複関係 埋上特徴 出土遺物 所属詩期 備考

円形
7C中薬

円形 含む)

格円形
範い煮橙色(10YR6/3)ンルト質極細砂(浅天色極細砂

を塊状に含む )

少量。■師質土器 細片

(円形)

,P121に 先 行。 貢灰色9 5YO/1)シ ルト(やや砂質) J/N量。上師器霊

ミ

円形 干含む)

少乳 偏前掘鉢 ,土帥質上器細

片等

円形

10つ0 (円形)
7C中葉

円形 売上粒含む)

IP126よ り後 出。 貢灰色(25Y6/1,シ ルト(やや砂質,拳大の円礫含む)

片

絡円形
7C中栗～19C中

鷺

円形
疼

円形
17C中 乗

円形 完土粒含む)

鈍い貢橙色(10YR6/3,シルト質極細砂1/1ヽ礫,若干の尿
廃上粒含む)

j/N量
。土師質土器細片

円形

円形

円形
7C前栗

(0ワ 8) (円形)

(円 形 )
κ貢色125Y7/21ン ルト

(015) (円形)

円形

円形

円形

,114に先行。

円形
色掏
，
頁
む
仄
含

(0281 0101 (円形) 含む)
7C前薬～ lSC前

1031) (円珍 含む) 半

円 形 含む)

(025) (O09) (円形 ?) 含む) 辛

円形 含む) 半

円形
IKl16よ り後 出。

含む)

8C前半～19C中

終

円形 含む) 鴬

円形
貢灰色(25Y5/1)シ ルト(灰含む) 少量。土師質上器細片

円形

(011) (円形 )

構 日形
aC前半

隅丸方形

円形
責灰色(25Y6/1)シウト質極細秒 少嵐 弥生土器細片

円形

円形

円形
K黄色(25誦 /2)シルト質極細砂(小礫含む)

円形

尺石残る

精円形

,D108よ り後 lH。 q灰色125Y5/1)シ ルト質粘土

長石残る

円形
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鼠構番弓 長軸 (ml 短軸 (ml 深度(m 方 世 平画形状 断面形状 重複関係 埋土特徴 出土遺物 所属時期 備考

円形
ケ量。上師器椀 ,鍋

根石残る

円形
罠灰色(25V6/つ 砂混じリンルト(挙大の円礫含む)

質土器細片,鉄製品等 艮石残る

円 形

,SKl10底 面検
出

(O09)

円 形
SK121よ り毯 出。

に含む) 葉

円形
17C中 栗 ～ 19C中

葉

(030) (円形) ,X108に先行。

(円形)
ミ灰色(25Y6/1)ン ルト質極細砂

半

(026) 17CH」乗～18C後

半

(044) (円形)
暗灰貢色(25Y5/2)シ ルト 弗電。偏前,土師質上器細片

半 R石残る

円形
17C中 粟～19C中

茶

円形
少量。上師質土器皿,鉄製品

日形
17C中 葉～19C中

葉

蜀火色(10YR4/1,シ ルト質粘土(浅貢色極細砂を塊状
こ含む)

1/・ 重。上師器 ,瓦質t器細片

円形
,K125より後 出。 疋白色(25Y7/1)砂 混じリンルト

土師質土器細片

(041) 円形
島火色(10YR4/1,シ ルト質粘土(浅貢色極細砂を塊状
こ含む)

(023) 円 形 こ含む)

円形
島灰色(10YR4/1)シルト質粘土(浅黄色極細砂を塊状
こ含む)

!7C中 案

r1/量
。 ,K126底 面検

円形

円形
ミ灰色95Y5/1)シ ルト質粘土(円 礫 ,炭含む)

(017) 円形
少量。上師質土器細片

円形
第17凶 参照。褐灰色(10YR5/1)ン ルト質粘上(円礫,炭
含む)

17C前葉

Ю狭色(10YR4/1)ン ルト質粘土(浅貢色種細砂を犯状
に含む)

少量。上師器 ,瓦質土器細片

円形

第47図参照。
灰黄色(25Y6/2)砂 質シルト

'K122底
面検

J

円形 B灰色(loYR4/1)ン ルト Kl15底面検
培

脩円形 良石残る

精円形
少量。第 19図 参照。備前繕鉢

円形
再13図 参照。褐灰色(10YR4/1)シ ルト(炭含む) 少重。第 13凶参照。■帥質 土器 [7C前 薬

(1056)

隅丸方形 含形

三角形

(隅丸方形 台形
弔53図参照。 ′堂。ImttfII片 ,土帥器不,掬 ,弥

と土器,須恵器 VII片 ,巻貝 ,魚骨 出

(043) (円形) υ宇形

(123) 不整形 υ字形 土粒含む)下層部i褐灰色(10YR5/1)シルト質極細砂
(浅黄色極細砂を塊状に含む)

蜃画でビット検

」

(方形) 舟底形
第34図参照。灰色(N5/0)ンルト(オリーブ黄色極細砂増
塊状に含む) 鍔 細片 土製人形等

隅丸方形 台形
辰束色(25Y7/3,シ ルト質穫 X口砂～暗灰貢色(25Y5/2
ンルト質粘土

方形
SP166に 先行。 箸34図参照。

れ質土器細片

方形 台形

方 形 U字形 蛋面でSP168わ

(方形)
音灰黄色(25Y5/2)砂 lFLじ リンルト(炭含む)

(138) (円形) 陶磁器,土師質土器皿,焙塔,焼
塩壺.瓦 .こ枚貝,魚骨等

(048)

少量。第46図参照。白磁碗 ,肥再
幻器 ,備前悟鉢,上師質土器皿 ,

土師器 ,須恵器細片,瓦 ,骨片等

え番
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選構番手 長軸 (ml 短軸(m 深度(m 方位 平面形状 断面形状 重複関係 埋土特徴 出土遺M 所属時期 備 考

u字形
状に含む ,炭 .焼土含む) 前陶磁器,須忘器イ,土師質上器

TII片等

Ц

(220) (053) u字形 7に先行 。

(格円形)

(精円形) 台形
霜10図参照。

器細片

∫D105底面検
出

(094) (046)
言34図参照。 少霊。第34図参 jll。 炉前指鉢 ,■

師器 ,須恵器細片等

(方形 ) 舟底形
啓47図参照。

上器細片

円形 υ宇形
SK122よ り後出 ,

SP170に 先行。 土器府烙 ,骨片年

台形
青47図参照。 少麓。第 47凶参照。肥 前阿器測

片 出

隅メt方形 台形
,D105より後出。 黄灰色(25Y6/1,シ ルト(オリーフ貢色獲IW砂を列ムに

含む)

7C中案

(長方形 ) 台形 先行。

密16図参照。 ユンテナ 1/4。 第 16図 参 H・。1巴前

翻器 ,上師質土器細片 ,瓦器椀 ,

貢恵器外 ,瓦 ,鉄釘等

(円形 ) (台形)
SP180に先行。 歩豊。瀬戸 美濃系陶器皿等

(方形或は

長方形 )
(台形)

宕17図 参照。 ヨンテナV3。 葬 17凶 参照。肥前

旬器′土師質土器皿,糖鉢 ,金属

製品,骨片等

桁円形 台形
第 17図 参照。貢灰色(25Y6/1)ン ルト質秘細砂 (明 束T
色極旅m砂混じる) 市質上器 瓦器細片,鉄釘等

7C前葉

(054) (円形) 舟底形
歩量。士師質上器細片

円形 (船底形) 師質土器細片 鉄釘等

(031)
(円 形戎は

方形)
(台形)

第 17図参 lL。

羽片筆

(043) (台形) 案

円形

第34図参 RH。

師質上器足金 ,土師質土器細片

鉄釘

(150 Q (円形) 台形 先行。

少量。陶磁器細片,土FI質土器 ,

須忘器細片

(088) (円形) 台形 七行。

密50図参照。
半

(円形或は

隅丸方形 )
(段付台形

七行。

コンテナ 1。 第14図参照。渾州
'祭系青花 ,朔巴前陶器 ,瀬戸 美濃系

陶器 ,脩前,上師質上器皿,瓦器 ,

土師器 ,巻貝 ,,骨片等

円形 U字形

霜98図参照。
滋器 .備前 ,土師質上器 tT L,瓦 等

X105を 掘り方
:する桶製井狽

(167) 段付U字矛

少量。第34図参照。渾州窯系青

花,】日前18器 ,上師質上器細片 ,

土錘等

円形
安付U宇ガ
(掘方)

るに先行。

宮12図参照.
窯系青花 ,肥前陶器,備前,上師

質土器皿 ,内 耳付鍋,須恵器細
片,瓦等

段付U宇形
(掲方)

,Kl16よ り後 H。

前大褒,層鉢,土師質上器細片,

弥生土器等

幅０納
‐３５

直線
冶形

(掘方)

有53図参照。
葉

溝内幅 (L字形 ?)
台形

(掘方)

密53図参照。
薬

N一♂ ―W (直線 ) 台形 を多量に含む)

(155) 直線 ,後出。

第50図参照。
≦

(610) 直線

先行。

霜15図 参 Fg。

系青花,月巳前陶器,,備前,土師質
土器皿,内耳付鍋,上師器,瓦器
腕,上錘,犬形土製品,羽 口等

17C前 乗 氏面でSKH8舟

娼

(108) (L宇形 ?) 台形
黄灰色(25Y5/1)シ ルト(炭含む ,

U字形
第 13図 参 Fe。 灰色(N5/O,シルト質41■

長方形 台形

書55図参照。 コンテナ 150。 第56～ 73凶参照。

陶磁器 ,上師質 ,瓦質土器製品 ,

石製品 ,木製品,金属 ,ガラス製品

(台形)

疋黄色(25Y5/2)シ ルト(円礫を多量に含む,

戸・美濃系陶器,脩前信鉢,弥生
上器,須恵器,黒色上器,,片等

長方形 段付台形

J,SX104に 先
霜21図参照。

中国産磁器,肥前陶磁器,備前,

丹波,土師質土器皿,焼遠壷,焙
お,瓦質土器,瓦,漆器,木製品,金
属製品,石製品,巻貝,骨片等

降部をもつ

格円形 台形

第39図参照。
景徳鎮窯系青花,lE前陶磁器,瀬
戸 美濃系陶器,備前,,土師質土

器皿,焼塩主,焙熔,茶釜,火鉢,瓦
キセル巻貝,骨片等

- 102-



遺構番手 長軸(m 短軸(m 深度(m 方位 平面形状 断面形状 重複関係 埋土特徴 出土遺物 所属時期 備考

(方形) 段付台形
り後出。 陶磁器,備前,土師質土器皿 ,焼

塩壷 焙烙 瓦等

(283) (105) (長方形 ) 台形
陶磁器,備前,京 信楽系陶器,土
師質土器焙熔,土錘等

N-3ガ ーW (長方形 ) 台形

(掘方)

SK126より後出。 密36図参照。

T質土器細片,鉄釘,骨片等

長方形 台形

出。 瀬戸 美濃系陶器腰錯茶碗 ,備

前,堺 明石指鉢,京 信楽系陶

器,上製人形 績庭セット等

楕円形

円形

衰灰 色 (25Y5/1)ン ル ト質粘 土(灰を多重に含 む ) 少量。■帥質土器細片 中世後半～近世 4

円形

隅丸方形

(055) (日形 ?)
黄灰色(25Y5/1)ン ルト(浅黄色極細砂混じる,

J

円形

,D201ほ 面検
」

桁円形 ヨ

天貢褐色(10YR6/2)砂 質シルト(灰自色細砂混じる,

袴円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

島灰色 (10YR4/1炒 混じリンル ト

,世後半～近世お

楕円形

円形

円形
煮灰色(25邪 /1)ンルト(円礫含む)

中世後半～近世 1

日形

(楕円形 )

楕円形
蜀灰色(10YR4/1)シ ルト(円礫含む)

楕円形 冊底形
奉■図参照。灰煮欄色(10YR6/2)砂 質ンルト恢 自色

嗣砂混じる)

チ量。徐悪器縄 ,瓦器 ,主帥器 細 ,世後半～近世イ

(063) (円 渤 舟底形 む ) 瓦器 土師器細片

楕円形 u字形 む )

(121) 047)
第■図参照。灰黄褐色(10YR6/2)砂 質ンルト(灰 自色

細砂混じる)

少亀 土師質土器細片

糖円形 台形

弔■図参 HH。 褐灰 色 (10YR4/1,砂 混 じリンル ト 少量。土帥質土器細片 ″世後半～近世電

(1330)
前後
やや蛇行 舟底形 細V/A混 じる) 土師質土器細片

(120) N一げ ―W 直線 U字形 細砂混じる)

1073)
前後
やや蛇行 舟底形

(円礫含む)
下層部:灰色(N5/0)ンルト質粘土 オリーブ色(5Y6/2)
砂のラミナ状堆積

壁青・白磁 ,上師器邦,椀,黒色上

際,瓦器椀 ,上錘 ,動物骨等

-103-



出土陶磁器・土師質土器観察表

報

番 阻鵡
種別 器種名 産地

法  量Cn)
胎土 帥的

色調 2

(鶏案 内外色調)

色調3
(呉須 上絵 )

調整 備 考
回径 器高 底径

岸部 零 含む 外面 :明赤褐2 5YR5/6 外 面 ;ベラミカキ と不整形変色部分(黒色)の2ヶ所有り。
体部に焼成後穿子し(18× 21)有り

浅黄橙 IOYRS/3 党黄橙 10YR8/3

底部 ベラキリ

上師質 王地

岳

まない 外面 :灰 白75Y8/0
内面 ロクロナテ,ヘラミカキ

外面 ロクロナデ,指押さえ

致砂粒含 む

まない

外面 i灰 白N3/0

錘 長さう 1幅■ 1

と師質 主地

外面 ハケメ

外面 !指押さえ

Я質土

程
彼砂粒少猛含む 屯い黄橙 10YR7/2 皆灰 N3/O

出土

出土 高台部 :ヘラケズ)

出 土

やや粗 1～ 5mm大
の石芙 長石含む

G層上顧
出土

と師質 王地

底部 :糸切り

出土 底部 :静止糸切り

出土 底部 :静止糸切り

出土

T17粒少 量含 む 内外面 :サテ,ヘラミカキ

外面 :指押さえ,ヘラミカキ

出上 外面サデ

出上

出 土 鍾
長さ■ 7.幅■ 3

密明 具須 :淡青色

音。

一副 見込みに船土目lヶ所。大僑編年 12
期

と師質 鈍 い橙 7 5YR6/4 ltヤ 橙`7 5YR6/4 為外面 :ロクけ テ

底部 :回転糸切り

外面 :黒褐5YR3/1 面ヽ:ケズリ

やや粗 1～ 311六
D砂粒含む 却帥

明
灰

婁石含む 丘世 Ib e期

観 lmn以 下の黒
色粒含む ∝部 :ヘラケスリ

再台畳付に熔者痕。大橋編年 12■
研

筈む

綱 1～ 2mm人の黒
色粒含む 5V9/1 餞部～高台内:ケズリ

竜込みに胎土日2ヶ所。大橋編年 12
切

切

託台部 :ケズリ

i込みに胎土目2ヶFT.大橋編年 二 2
切

含む

柵 � メ下の砂狛

含む

D砂粒含む 疋N4/0
月赤褐5YR3/4

蜃部 ヘラキリの後ナデ

句外 面に有穣物付着。

FEk7 5YR7/0

ま部 :板状痕 ,ナデ

と師質

壼部 :ヘラキ)の後ナデ

コ稼 部内外 に爆付着。

-104-



蹴醜
種別 器種名 産地 月台上

色調ユ

(胎土)

色調 2

(釉薬 ,内外色調 )

色調3

(呉須.上絵 )
調整 備 考

口径 器高 底径

外面 :ナデ ,ハケメ,指神さ

を 長さ40,幅 :13

章州窯系青花。高台豊付に砂粒付着。

月褐灰 7 5YR7/2 も込み に胎 土 目2ヶ所。

や゙狙

回縁部外面 :灰赤10R4/2 F近 LIIb e期

内外 :灰 自5Y7/1

袖 :黒 7 5YR2/1 筆部 :回転糸切り

炊砂粒含 む

本面 i灰 白25Y7/1

堅品 幅23 奥行

と師質
蓬 長さ整 5,幅 ■ 0

卜面 :Π音灰N3/O

器

抗

外面 1灰 白10YR3/2

灰 自2 5YS/〕

石英 黒色粒合む
本部下半～再台 iケスリ

苛台昼付 i回転糸切り痕

大橋編年 12H翔

体部下半～高台 :ケズリ

期

IY3/1

10Y3/1

125検 出

中
含む

本部下半～高台 :ケズリ

!期

125検 出

中

125検出

中

秋砂 4h‐少 望含む 浅黄橙 iOYR8/3

125検出
中

25検 出 外面 :平行タタキか?

25検 出
疋責25Y7/2

外面 :ナデ ,ハクメ,指押さ

25検 出 含 む

細 1～ 2mm大の万
褐色粒含む

鈍い天橙 10YR7/3

の石英‐長石 金冨

母含む

やや粗

体部下半～底部 :ヘラケス,

高台畳刊 :糸切り痕

上師質

む

電ヤ`橙 7 5YR6/4

底部 i回転糸切り

層
高台内にカンナ痕有り。景徳鎮窯系

層 IGY7/1

層

碗 を明 ミ須 :淡 暗青色

,X103T

雷
微 lmm以 下の黒
色粒含む

敬上面
葛台昼付無和く

膏

メ

ロ

'X103申言
蒼明

IX103キ

冒

十中層

一酬

目 立含む

目

兎 呉須 :オリーブ灰
ll Y4/2

罰

位含む ]□ Jの銘款。
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土
権
出

遺
種別 器種名 産 地

法  量(cm)
胎上 飢
的

色調2

(釉薬 ,内外色調)

色調 3

(呉須 ,上縛
調整 備 考

口径 器高 底径

目

勺面にドーナツ状 に茶色変色部分石

冒 立含む

壱明

沫
層 立含む つ銘款。大橋編年Ы翔

敷上面

蛋部

敷上面

尼の 目lHH剥 き。高台畳付無和

球

目

目

葛台畳付 に砂粒付着。

雷 付着。

目 付着.

ミ須 :浚 暗吾色

把前系
長さ:O O tti0 7

雪台均 ハリ文え痕 耳台内に二真方形粋 I福」銘私。大稿稀

千111期

十中層

産明

口錯 1音褐7 5YR3/4

メ

ロ

隊 lШ以下の黒t
膨含む

罰台脇に砂粒付着。大橋編年■ 2期

層 立含む

文白 透明

層 立含む

呉須 :淡 明青色

軟 1血以下の黒拒

立含む

蔚台畳付に砂粒付着。大僑編年 Ⅱ 2

拐

長

‐５

長

１０

月緑灰 10GY8/1

旧前系 長

８

望打変形皿。大裕編年 Ⅱ 2翔

計
�

雷

,X103甲

雷 立含む

目

驚器 具須 :淡青色

Ⅸ

Ｂ

敦 lmlt以 下の黒捏

立含む

層

層 立含む
を明

層

ュ
層

逐
層

滋器 透明

Ｘ

雷

牧 lIIIIメ 下の黒拒

笠含む 口銹 :褐 7 6YR4/4

厨

/1面に被熱の痕跡。

霞

霞

巴前系 高

６
幅7 駈
４‐

霞

見込みに胎土目4ヶ所。全面施粕。漆

の焼継痕。

咲上面

駆暗赤褐2 5YR2/2

層

ボ10R5/6

層

何器 月オ/ ノ灰2 5GY7/1
旨。

Ⅸ

目

戻黎のlR嚇

層

天自5Y8/1
D痕跡。

X103下

雪

姦明

決上面

熊上面

掏器 莉付 京・信楽系
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報

番 阻離
種別 器種名 産地 胎 土

色調1
0台土)

色調 2

(釉薬 ,内外色調)

色調3

(呉須,上髯鋤
調整 備考

日径 器高 底 径

層 土

層

馬台畳付に糸切り痕 ,砂粒付石。大綺

扁年 Ⅱ期

ユ
層

層 年Ⅱ～Ⅱ期

層

層

ＳＸ
層

層

層

敷上面

記込みに砂 目9ヶ D宅 被熱の痕跡。

敷上面

君込み に砂 目2ヶ所 。

層

敷上面

層

沫
層

旬器

7 5YR5/2 つ痕跡。

層 緑色和

層 白土+緑色釉
外面上半:オリーブ黒
5Y3/2

層

敷上面

層 10YR4/2

層

見込みに円形の重ね焼痕。

ュ
層

何器

外面 :黒褐7 5YR3/2+灰

白25Y8/1緑色釉

唇

詈

一則

外面 i黒褐 10YR9/2

雪

長

５

厚

１

貢灰25Y6/1(白
=ヒ

十芝け

釉)

不 明

一局

５ 鮪
２３

外面 1灰NO/0
内面 :搭子 ロタタキの後テ ■ツーブ黒75y2/2の 和施和

雷

卜橙 10R6/6

外面 i暗赤10R3/6

旨 外面 :鈍い赤75R4/4

霊部 :ヘラケス')

雷

内面 :褐灰 10YR6/1

外面 (暗赤灰 75R3/1

冒

やや粗

冒 石英含む 卜面 :指押さえ

霞十下摺 口縁蔀 :赤黒10R2/1 霊部 :ヘラケズリ 面に黄ゴマ付着。

露 外面 :鈍い赤橙2 5YR5/4 卜面 :ヨヨナテ,指押さえ

目 ミ部〔回転糸切り,板状痕

勺外 面に石機物付看。

旨

内面 :灰 白7 5YRe/2

外面 i灰 白25Y7/1
勺外面 :ロクけ テ

璧部 1回転糸切り

冒 工部 :ナデ

ミ部:板状痕

冒

石英 長石含む 完黄橙 10YR3/3 浅貢橙 IOYRS/9 句外面 ロクロナテ

重部〔回転糸切り 有機物付着。

冒 外面 :ロクロナデ

底部 :回転糸切り
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破

番 畦醜
種別 器種名 産地 胎 土

色調 1

(胎土)

色調2

(釉薬 内外色調)

色調3

(呉須,上絵 )
調整

日径 器 高 底径

膏

内面 :ロクロナテ,仕上げナテ

外面 ロクロナデ

底部 1回転糸切り,建痕

膏 底部 :糸切り

口縁 郡に爆付着。

,x103年

雷
砂粒ほとんど含ま為 内面 ロクコナテ,仕上げナラ

外面 ロクロナテ

為外面に有機物付着。

,X103中

膏

L師 父 在 地

雪。

冒 底部 (回転糸切り

雷 底部 :回転糸切り
口縁 部 に媒付着。

目 底部 :回転糸切り,板状痕

目

ヒ師質

底部 :回転糸切り

目 まない 外面 :ロタロ,デ

底部 :回転糸切り

目 外面 :ロクロナデ

底部 :回転糸切り

事。

目

内面 :仕上げナテ,ロクロナテ

外面 :ロタロナテ

底部 :回転ヘラキ,

雷

L師慎
=地

占部 :回転糸切り

毀上面 肝面 :ロクロサテ・

童部 :回転ヘラキリ
熊付着。

膏

目 つナテ'

卜面 :ロクロナテ・

箋部:静止糸切り

,X103庁

冒 業部:回転糸切り,板状痕

雷 筆都1回転糸切り,板状痕

Ｘ

一歯 卜面 :ロクロナデ

笑部 :回転糸切り,板状痕

目 Ⅲ面:灰自iOYR3/1
句面 :ロクロナテ,仕上げナテ

ト面 :ロクロナデ
筆部:回転糸切り

目 箋部 :回転糸切り

目 筆部 :糸切り

目 筆部:回転糸切り
匈外 面に有穣物付石。

冒

ヒ師貿

筆部 :回転糸切り

醤 筆部 :回転糸切り

巖 十面 :ロクロナテ
イ

主部 1回転糸切り

目 筆部 :回転糸切り

,X103下

再

と師箕 付面 :ロクロナテ ,仕上 げナテ

ト面 :ロクロナデ
宝部:糸切り

匈面に再概物付着。

層 主部:回転糸切り

層

匈面 :ロクロナテ,仕上げナテ

Ⅲ面 :ロクロナテ・

主部:糸切り

層 +面 :ロクロナデ
璧部:回転糸切り

沫
層

と召中質 槻砂粒少量含 む 匈画 :コクロナテ,仁上げナテ

+面 ;コクロナデ
璧部1回転糸切り,板状痕

付外 面に有穣物付着。

層

勺外面 :ロクロナテ

璧部 :回転糸切り

層 璧部 i静止糸切り

層

上師質

∈部I回転糸切り

層

登5YR7/6 匈外面 :ロクロ

'テ霊部 :回転糸切り

層 霊部 (回転糸切り

層 蓋 卜面 :ロクロナテ・

層 蓋

炎赤橙2 5YR7/4 炎赤橙2 5YR7/4 Ⅲ面に有機物付着。

層 蓋 卜面 :布 目痕
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H土
進構名

種別 器種名 産地
法  量(cm)

胎 土
色調 1

(胎土)

色調2

(和薬 ,内外色調)

色調3

(呉須 上絵)
調整

口径 器高 底径

目 蓋

再外 面に石機物付着。

要 蓋 外面 !灰 白7 5YR8/つ
内外面 ロクロナテ

天丼部 :縄 目状痕

雪 蓋

霞

碇塩壷

蓋

畳 豊 外面 1橙 2 5YR7/6

雪

雪

澄2 5YR7/S 登2 5YR7/8

霞

土師質 え塩重 卜明

外面 :明褐灰 5YR7/2

霊

命標成形

ヨ

蜃 外面 :橙5YR7/6

雪

雪 外面 t赤橙10RO/6

雪

鈍い赤橙 19R6/3 内面 :鈍い赤橙 10R6/3

外面 :灰 白5Y7/1

雪

売塩憂 下明

牛面:鈍い橙5YR7/4

∃ 外面 :橙 2 5YR7/6 Ⅲ面:ナデ

憂

罰

隊砂粒含む 登2 5YR7/8

外面 i橙 2 5YR7/8 1面 :ナデ

上師質

膏

弱

内面 灰75Y5/1
外面 :黒N2/0 外面 :指押さえ,ヘラ状工具

による沈線

雪

内面 :ロクロナテ

外面 :ロクロナテ,指押さえ,

平行タタキ

外面 :ナデ,指押さえ

内面 :灰 10Y6/1

外面 :灰 NO/O 外面 :ナデ,指押さえ,ハケメ

瓦質

高

生
幅2千
厚

Ｏ

床部下半～底部 :ヘラケ〆リ

細 1～ 2mm大の振
石 石英 黒色粒倉

む

日縁部外面:暗赤灰
2 5YR3/1

昏経著しい。乗阿編年近世 Ib期

ミ須 :暗青色

と師質

錘 長さお 5,幅 :57 石 石英含む

口縁部外面 :Π音赤灰 近世2b期

と師質

内面 :布 目痕

一副 鈍い橙ワ5YR6/4 1ヽ0R4/6(外面塗土)
高台内 iヘラケズリ

粒含む

粒含む

一即 似 lШ以下の黒て

粒含む

蒼明 ,自磁

粒含む
覇台内に1大明年製」の銘款。大橋編

手亜 TV期

一刊 似 lШメ下の黒f

粒含む

彦明 呉須 :引百色

口錆 :黒褐7 5YR3/2

粒含む

粒含む

千製」銘款。

音緑灰7 5CY4/1

高台 :タスリ

粒含む

再台畳付 に砂粒付看。

高台畳付に砂粒付着。大橋編年■ 2売
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阻購
種別 器種名 産地

法  長(cn)
胎 上 帥
阿

色調2

(釉葵 内外色調 )

色調8

(呉須 .上 p 調整 備考

口径 器高 底径

立含む
を明

立含む ヨ錆 :暗赤褐5YR3/6

立含む 文。

立含む

罰台畳付 に砂粒何着。

立含む

彦明

変明 葛台畳付に砂粒付着

立含む

倣

香炉

微 lE Eメ 下の黒拒
粒含む 塗布。砂粒付着。

太橋編年皿期

微 lIIIIメ 下の黒
=粒含む

粒含む
を明

黒漆色

榊内に金色の薇状結品含 J」 (金流 t/1。

大橋編年Ⅱ Ⅲ翔

灰75Y6/1
褐5YR3/3黒 (鉄釉)N2/0
の掛分

(橋編年五 2期

臣部 :ヘラケス,

一剛 て白25Y8/1 浅貢25Y7/4 (橋編年Ⅱ期

旧前系 局7 5YR4/4

10YR‐ /4(金色),緑

一即 庶N4/0 黒褐7 5YR3/2+自 上イこ」

る刷毛文様

削毛目続 高台畳付に砂粒付着。大績

偏年Ⅲ Ⅳ期

旬器 屯い黄褐10YR5/4+自土
こよる刷毛文様

こよる昂J毛文様

含む

託台部 に砂粒付着。大僑編年 Ⅲ期

付面 :灰 白5Y7/2
牛面 :緑灰色,褐色 筆部 :ヘラケズ)

(橋編年Ⅳ翔

巴前系
外面 :灰 白5Y7/2 筆部 ヘラケスリ

守や粗

完黄25Y7/8 蜀10VR4/4

菅赤褐5YR3/2(塗 土)
肇部 :回転糸切り

何器

巨含む

喝赤褐 10R5/6 黒褐7 5YR3/2+日 iにJ
る刷毛文様

(橋編年Ⅳ期

旧前系
石 黒色粒含む

諄勒 5Y3/2+白泥

長さヤ 3,幅 :30,厚
県彫 り1こよる施 文

綱 inmメ 下の長
石含む

黒褐75ヽR2/2
外面 1回転

～
ケス・,

底部 :ラキリ

こ 音褐 10YR3/3

欅痕。

石 黒色粒含む

底面に熔着痕。火欅痕欧署。来圏編年

近世3期

言鉢

長石 黒色粒含む

鈍い赤褐2 5YR4/3(外 面

塗■)

と師質 天白N8/0 内外面 iロクロナテ,指卵さ
え ,′サメ

皮熟の痕跡有り。

と日巾質 黄灰25巧 /1 内面 :斎灰25Y6/1

外面 :黒25Y2/1 外面 :ロクロナデ,指押さえ,タ

工地 面

面

内

外
景笥B75YR3/〕
黒褐5YR2/1 外面 :ロクロナデ,指押さえ,

平行タタキ

笠地

外面 :灰 N4/O 外面 !ロクロナデ指押さえ

沙粒少量含む 内面 ロクロナテ,仕上げナテ

外面 :ロクロナテ

底部 :回転糸切り板状痕

まない
内外面 :ロクロナテ

底部 :回転糸切り

曳黄橙7 5YR8/4
底部 :回転糸切り

生地 完黄橙 10YR8/4
筆部 :回転糸切り

登5YR7/6
主部 i回転糸切り
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雌醜
種別 器種名 産地 』台土

色調 1

(胎土)

色調 2

(釉薬 ,内外色調)

色調3

(呉須 ,上絵 )
調整 備 考

曰径 器 高 底径

重部 i回転糸切り

羞部 i回転糸切り

底部 1回転糸切り

と師賞 砂粒ほとんど含まメ 曳貢橙 7 5YR3/6 内外面 :ロクロナテ

底部 :回転糸切り

ミ部 に望吾有 り。

底部 :回転糸切り

R

蓋

画

面

い
外 ロクロナデ

と師質 死塩重 敷砂粒含む 登2 5YR7/6 登2 5YR7/6 内面 :布 目(筵)痕

外面 :ロクロナデ,指押さえ

Ⅲ面i鈍い橙7 5YR7/4

外面 :ロクロナデ
外 面に列 HJ石り。判読不能。恢作り成

形

と帥負 石英 '長石含む 党貢橙 7 5YR8/4 匈面 i浅貢橙7 5YR3/6

面ヽ :浅黄橙7 5YR8/4

に鉄銹塗布。 見込に同
心円のカキロ。線肋 によ

る施文。

に鉄銹塗布。 見込にヘ
ラ片切り彫り1こよる施文。

塗布。

肛期

卜面 :灰N4/O 外面 :ロクロナテ
イ
.指押さえ

一局

４
幅2〔 鮪
‐３
石 石英含む

細 褐色粒含む ズ貢褐10YR6/2
口縁部外面:灰赤
2 5YR4/2

底部ウズ) に使用品か?乗阿編年近世2期

黒須 :暗 淡青色

白土 切

黒5Y2/2 再台内 :無釉 ,「清閃寺J?の銘款

,B2/1暗 オリーブ
,Y4/3

記込み :目 跡3ヵ所。浚赤色の重焼痕。

罰台内 :無釉 ,「清関寺」の銘款

青I面下
雷検出

具須 :暗青色

一揃期ｈ

底部 :ヘラキリ

言1面下

雪検出

土師質 笙地 猛い橙 5YR7/4 勺面 :ナテ,ハケメ
舛面 :ナデ,指押さえ

一刊

当土

霞戸 美濃系 や゙粗 灰 自2 5YS/2 馬台内に輪ドチ痕。

当土

ヨ土 Ⅲ面 :指押さえ

やや粗 鈍 い貢橙 10YR7/3

口縁部外面 :F音赤灰
10R3/1

圧世2b期

3tい赤鯉 5Y5/3 コ縁部上端,顎部に熔着痕。口縁部外
面に黄ゴマ付着。乗岡編年近世 Ib期

03) 石 石英・褐色粒含
む

期

外面 :鈍い黄橙iOYR7/4 卜面:ナデ,指押さえ

外面 1鈍い黄橙 IOYR7/2 芍面 :指押さえ

地い黄橙 10VR7/2

一削

姦明

綾器 彗
1材

て自 を明 呉須 :暗 淡青色
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報

語 離離
種別 器種名 産 地

法  里(cm)
胎 土

色調 1

船 土)

色調2

(和薬 ,内外色調)

色調3

(呉須,上織
調整 備考

器 浩 底径

具須 i暗青色

乙明

を明

を明

を明 司台内 1乾 Jの銘款

写

密明

与

ヒ絵 :亦 ,金,膏 ,1音赤ラ

憂明

変引

遺人 Jの銘款

道人Jの銘款

雪)系
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階醜
種別 器種名 産地

法  量(em)
胎 上

色調 1

(胎土)

色調2

(和薬 ,内外色調)

色調3

(呉須 ,上絵 )
調整 備考

口径 器高 底径

組
検
‐２５

縦

横

回銹 :赤褐2 5YR4/6

呉須 :明青色

回銹 :褐 7 5YR4/6

西賜

口銹 :鈍い赤褐
IOYR4/4

呉須 :暗 淡青色 ,

口銹5YR3/4

巴前系

具須 :青色

キツ」の刻 即

ミ須 :暗青色

コ濁色

上絵 :赤 ,黒(褐),挑 ,黄

+面 :透明

上絵 :赤 ,掲 ,緑

呉須 :淡 F音青色

ミ須:暗青色

ミ須 :暗・淡青色

睦明 ミ須 :青色

荘継反十金影 の傷 隠し

急須

盛明 黒須 :青色

外面体部 1青磁釉
高台:透明

外面:瑠璃紬

呉須 :淡言色

三日焼 ?

を明

密明

嶼戸 美濃 系

一剛 幅46,厚

骨車面磨耗

灰黄褐IOYR4/2

旬器

天褐7 6YR4/2

疋自N8/0 莉含内 I布 う口,高 台腸 I□ □」の蔓書

灰 白75Y8/1 姦明 呉須 :暗 淡青色

京 信楽系

望兵衛 冨田焼?

綱砂粒含む

握暗褐7 5YR2/3(口銹

萄台脇にI漏 Jの六角「 P,内面貫入者し

色釉)+灰 白75Y3/O(白色
釉)

里兵衛 富口焼?見込みに目痕3ヶ所

里兵衛 富口焼?

哩兵術 富日焼 ?
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根)
〔髪 阻醜

種別 器種名 産地
法  量(cm)

胎 土
色調 1

(胎土)

色調2

(釉薬 ,内外色調)

色調3

(呉須 ,上絵)
調整 備考

口径 器高 底径

何器 観戸 美濃系 を明+緑色 晴亦褐 5YR3/4

Ⅲ面 :指頭痕 ,回転ナア

貢

一

tR戸 美震系 やや粗 電い赤褐 5YR5/2)黒

見込みに目戻 (トテン,3ヶ所,近世漱戸

窯第89小期

楽系)

天75Y6/1
.5Y3/1

外面 i明緑灰 10CY7/1,灰

白25Y8/1(白 土)

釉 上絵の痕 Pj 「スツ

含む) き:自 土
上絵に紅薬:赤 黄

ラケスリ

み刻印

上絵 :白

天自10Y8/1透明粕
焚釉

見込みにとシ反。高台脇に ,言Jの 二重
六角印

Fン猫き)

蓋 大谷廃 ? 赤褐 10R4/3 天丼部 に墨書 Iさ □さ」

画

面 灰褐5YR4/2

人谷焼?

り

彗 密明 芍側 に欽製 品(釘か?)付 着

透明

蓋 内面 :灰 白10Y8ハ

外面 :灰 白5GV3/1

口(褐色粒含む) 自泥十透 甥

小面 :淡黄2 5YS/3 匈面天丼部に1栗林 理平」の小判印

外面 :灰5菊 /1

疋貢25Y6/2

隕戸 美澱 系

kおしろい瓶

Y2/2,青

S刊〕 査明

5Y3/1

ミ須 :暗言色

卜褐 10R5/3

7 5YR2/3

工褐10R5/3 卜面に堅書 I駒井」

韓灰 25Y6/1
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酢手 離醜
種別 器種名 産地

法  量(cm)
】台士 飢
的

色調2

(Vn薬 内外色調)

色調3
(呉須 ,上翁

調整 備考
口径 器 高 底径

勺面 iオリーブ黄5Y6/3 オン描 イッチンによる施文 ミ3ヶ所

外面上半 把手 :鉄泥) 把手上半 :陽刻文

望兵衛 冨園焼?底部に煤付着。見込

チに日錐状ピン痕有り。

匈面 i灰オンーフ75Y4/2
卜面 i暗オリーブ褐25Y3/

外 面下半～底部 :回転へ

上鍋

月) ЮYR4/4備 p

茨絵 染付+白 上

壁兵衛 冨H焼?見込みに円形(5cm大
9重ね焼き痕

争灰5B7/1(白 色釉)

細(1硼大の砂粒含

'―

ブ75Y6/2
底部 :回転 ラヽタスツ

高台 :3ヶ所の挟り

里兵衛 富口焼?底部に り上Jの塁書。

盛明,緑

IJ絵 :仄 自色

次絵 :黒褐2 5YR2/2

蜃部に墨書 1右(左)衛門J,近世瀬戸祭
第10小期

記込みにトチン6ヶ所

顕戸 美濃系

左)衛門」の墨説 見込みに5ヶ所の円

レ重ね焼き痕。被熱の痕跡

輿戸 美震系

7 5YR1 7/1 1小期

外面 :鈍い赤褐 5YR5/3 体都外面 :ヘラケズ,
底部:板状痕,砂粒付着

意部 :砂粒熔着

赤灰2 5YR4/1
体部 :ヘラケズリ

も込み及び底部に円形の重ね燒き痕 ,

tナツ状の熔着痕。

裔前系

)々に重ね焼き痕。

赤橙 10R6/6

外面:赤褐10R5/4

裔前系

外面 :鈍い橙2 5YR4/4

外面下半 :ヘラケズリ

底部 :板状痕

目)

J

外面:暗赤褐5YR3/2
巨部にI①」の刻印。

電い橙 7 5YR7/3 面

面

内

外
鈍い橙7 5YR7/3

鈍い橙 5YR6/4

ミ部 :砂粒付着 板状痕

慮部砂粒付着

卜使用か?日 縁部外面に重ね焼き痕。

わ
條

り

仄
組

具

界
土

道
酷
６３
市菖1

やや粗

浅黄橙75Y鱒 /4 灰オツーブ75Y5/3

完貢橙 10YR3/4 灰白75Ⅵ /1,黒 10YR2/1

暗赤10R3/6

不明

鈍い橙 7 5YR6/4
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辟拝 畦醜
種月」 器種名 産地

法  量(cm)
胎土

色調 1

(胎上)

色調2

(釉薬 .内外色調)

色調3

(呉須 上絵 )
調整 備考

口径 器高 底径

何器 下明

qH)

何器 上瓶

外面 :橙5YR7/6

外面 i鈍い赤褐 5YR5/4

長

１４
幅 4
厚

４

内面 :明貢褐 10YR7/6

外面 :浅黄橙 10YR8/8

上師質 不 明 完黄橙 10YRS/3

長

３
幅31
厚

１

上師質 下明 浅貢橙7 5YR8/4

+面 !灰黄25Y7/2

猛�ヽ橙 7 5YR7/4 上絵 11音赤 7うR3/4,〃

白N8/0

長

６
幅2`
厚

１

電い貢橙 10YR7/2 鈍い貢橙10YR6/4,オ ツー

ブ灰 10Y6/2

員恵質 甘丸島 内面に緑鯖付着。外面は緑細状に熔

着。

長

９

幅

２９５

厚

Ｏ

暗赤褐2 5YR3/4

冷

長

１４
lB3 1

一局

４

外面 :橙 2 5VR6/8 方形子し3ヶ所

下明 登5YR6/8 内面 :橙 5YR7/6

外面 :橙5YR7/8

土師質 砥 不 明 やや粗 Itヤ 橙`7 5YR7/4 灰貢褐 10YR5/2～暗灰
内面 ,底部 ハケロ

石含む 芍面ツ ケヽメ,テデ み穿TL

学 角閃石含む

瓦療

石含む)

瓦質

+面 :褐灰 10YR4/1

瓦質
(70) Ⅲ面 :暗灰黄25Y5/2

こ徳 即部 に I清和堂Jの 刻 印

石含む)

賠?)
高

２６
幅
］
賄
３７２
石,金雲母,赤色粒
含む)

焚国内面 :′サメ

部片 い) 石 赤色粒含む )

L師質 王地(御厩

贈?) 石,赤色粒含む) 底部 :板 目状圧疾

部片 を?) 石含む)

部片

王IIL(御厩

竜?) 年,赤色粒含む)

と師質 疑

品
口
属

二

付 =地
(御厩

花?)
一月
７

幅
長

１８
g,金雲母含む)

付属品 花?)

長

お
n菖42

高

８ 写含む)

絶
品
口
属 竜?)

長

１８
硼冨45

一局

７ 写,金雲母含む)

と師質 三口駈

貯属 品
=地
(御厩

を?)
長

お
幅42

一局

８

や゙程(砂 h_‐ ,角閃
g含む)

“

・ヽ長石含む
逐暗赤褐2 5YR2/2 ヨ縁部内面に自然和付着。乗岡編年

,世 6期

匈面ッ ケヽメ

還橋外

覇台内に放射状のカンナ痕。景徳鐵

震

登2 5YR6/6
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出土瓦観察表
括弧内の数値は残存値を示す

文

号

報

番 出土進構名 種別

法量(en)

焼成 月台土 色調鶴 面) 色調(断面) 調整 備 考

長さ 幅 厚 さ

Ⅶ面 :灰 N5/O 咽面 :ナテ
イ

'X103下
層 Щ面 :ナテ,指押さえ

(114)

当面 :灰N4/0
凹面 :暗灰N3/O

写通

Ⅶ面 :暗灰N3/0

IX103中層

(50)

■面 :板ナテ

咽面:ナメ

喝面 :板ナデ

'X103下
層

ЩttittN5/O～灰黄25Y7/2
当面 :ナテ

咽面サテ・,面 取り

(150)

噺面 :暗灰N3/O
u面 :黒 N2/0～灰75Y6/J

凹
面 ナテ,面 取り

(77) 咽面:灰黄25V6/2
固
面 ナテ
｀
面取 り

三栗 文(下向 ,陽列 ,

X108下層

(84) Щ面i灰75Y6/1
凸面 :ナテ,I具項
凹面 1面取り

(21) (112)

四面 ittN5/0

喝面 :灰N4/0～灰黄25Y7/2
″
敵

画
面
『
凹

咽面 1音灰 N3ノ 0～灰5誦 /1 凹面 サテ 面取り

X103下痛

(128) Щtt N3/0～黄灰25Y7/2 凹面サデ,面 取り

(33) (111)

面

面
暗灰N3/O

暗灰N3/0～灰 白5Y7/1 凹面 :板ナテ,面取り

普 通

X103下層

(192) 凹面 :暗灰N3/O
面

面

凸

凹

(22) (37)

凸面 i灰天25Y7/2
凹面 ittN4/0

(116)

彗通

凹面 i板ナデ 面取り

三棄文(下向)

Щ面 :板ナテ

旨通

Ⅶ面 :ナテ'
」栗文 (陽刻繰 )

SX103下 層

凹面 :灰N6/O

(68) (72) (120)

凸面 !暗灰 N3/0
凹面:灰N4/O

コ面 ittN6/O

SX103礫敷

(144)

当面サテ,工具痕
Ц面サデ

(220)

』凸面 :暗灰 N3/O

Щ面サテ,ゴサロ

(79) (54) 内面 :灰N5/O

普 通

為面 :灰 白5Y7/1

SX103中 層 辱

(115)

(99) (108) (50)

Щ面 :板ナデ,面取り

IX 107掘り方

(140)
閃
Ｎ５
峰
灰
田
面

当面:板ナテ
Щ面 ,コヒ■A,布 日
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文

号

報

番
出上ltl構名 種別

法量(e ll

焼成 色調(器面) 色調(b/r面 ) 調整

長 さ 幅 厚さ

(94)

天黄 25Y7/,
コ面 :布 ロ ヨとキA

彗面 iオツーク黒75Y3/1

□面 :黒熙2/O

ズN4/O 当面 :板サテ

咽面 コビ十B,ナデ

127)

晋 通

コ面 :灰 白5Y7/1 螂面 !布 日,ナテ

酢丸瓦
Ⅶ面 :ナテ
′

Ｗ
卿
燕
暗
画
面
山
凹

疋N6/0 凸面 :板ナテ

凹面 :コとキB,ナデ

(21) (134) 咽面 :灰 N4/O

凹面サテ

(23) □面 1賠灰N3/0

町面 :黒 75Y2/1

咽面 ittN4/0

烹N4/O

(100)

(188)

Jtti板ナブ
三珠文(陽刻線)

Щ凸面 :黒 N2/O Щ凸面 サブ

(90) (63)

撃通

内面 :灰N5/0

来N4/O

凹面 :黒褐25Y3/1

当面 |ナテ

」面サデ,面 取り

(164)

旨通

□面 i灰 白5Y7/1 凹面 コと'キB,ナデ

断面 :灰 75Y6/1

Щ面 :灰 5Y6/1

て白5Y6/1

Щ面 :工具痕

(173)

Ⅶ凸面 !暗灰 N3/0 断面 :ナテ

Щ面 !すサ
イ
ロ,工具痕 ,テデ

(65)

峯通 旨通

凹面:灰 N5/0 Щtti I具 痕 ,ナデ

口面 :灰 N5/O

(08) Щ面 !灰 N6/O

lL瓦

(21)

普 通

u面 i灰熙4/O

(34)

当面 :灰 N4/0

凹面 i暗灰 N3/0
κ白5Y7/1

(103) (168) 凹面 ittN2/0

十裁花菱文

(111) (148) 』面 :灰 N6/0

四面 :灰 N4/O

Щ面 :灰 N5/O

卜裁花菱文,高松城第 1面

(123) (151)

野通

」面 :灰N5/O

倖裁花菱文

旨通

(25)

当面 i晴灰 25V6/J

」面 :暗灰N3/0

束白75Y7/1
=珠
文

(71) (133)

旨通 咽凸面 :灰 N6ノ 0

旨通 当面 :2 5YO/2

Щtti暗灰黄25Y5/2
天黄 25Y6/2 コ案文9雷花菱文)

』凸面 :暗青灰5PB4/1 千桟瓦の軒丸部

撃通

米面 :灰 口N4/0

為面 :灰 白N3/O

肛穴 1ケ残存
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出土木製品観察表

文

号

報

番 遺構名 種別 備 考

長さ 幅 )享さ

口径 ,残存高33

口径 192,器 高43,底径60

残存高?O,底径62

残存高53底径60

X103下層

X103下層

正目。|すヘノJ,I□□衛 門Jの 堅書

肛目。両端部に択り石。1冨□松四郎J,Ittr,或 は還原□左衛門」の墨昏

FE日 。向垢部 に択 り石。|百憩 U衛 ,H」 ,ILJ―郎」の墨雷

X103下層 向不し。■ 日。芽子L3+lヶ 所 lfL八え I松 口圧 九郎標 I′ヤ 新左 」衛 門」の墨書

底径195,残 存高90
更禰。内面に石灰質の上壊付着(種,小脅片,昆虫羽等を含む)。 底板 樹皮によるとじ合わせの一部遺存。

コ臨 I□ □亀国屋」の銘

文

号

報

番 出土遺構名 種別
法量 (cn

重さ(gl 備 考

長さ 幅 ナ軍さ

駒礫凝灰岩製。

I側面磨耗

直径22
色調は黒N2/0。 那智黒石

角礫凝灰岩製。

え山岩系。両面研磨

斉山岩系。両面研磨

百板

舞山岩系.両面研磨

亙端部片へり

ャ々ート製

忌堂が摩滅。凹状にくばむ

出土石製品観察表
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文
号
報
番

出土遺構名 種別

法孟 (cnl

重さ(gl 備考

長さ 幅 厚さ

釘

,X103中層

,X103中層 銭具 ?

出上金属製品観察表

出土骨角製品観察表

ガラス製品観察表

文

号

報

番 出土遺構名 種別

法量 (cHl)
重さ⑫ 備 考

長 さ 幅 厚さ

段文番振 出士遺構名 器種名
法  量儘 nl

色調 備 考

口径 器 高 底径

甍部人角形
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第5章 丸亀町A街区における試掘調査の結果報告について

1.所在地   高松市丸亀町
2.調査期間  平成 17年 4月 1日 ～4月 15日
3 調査担当者 大嶋和則
4.調査の原因 市街地再開発事業
5.調査の概要
調査地は高松城の城外であるが,城の大手付近に
位置し,城内の近接した地域で弥生～中世の遺構が
検出されていることから,事業主体者である高松九
亀町商店街 A街区市街地再開発組合会と協議を行
い,任意協力による試掘調査を実施した。開発範囲
のうち,既存の鉄筋建物部分は,撹乱を受けていた
ため試掘範囲から除外し,木造建物部分のみを調査
対象とした。

第 1ト レンチでは,現地表面下 25～ 50cmの 高
松空襲時の焼土層の下層において厚さ20cmの灰黄

褐色粘質シルト層が認められた。その下層において

幕末～明治頃と考えられる焼土・瓦を多く含む淡赤

橙粘質シルト層が所在し,その下層で灰黄掲色粘質
シルトの整地上層が認められた。整地土層中から遺

物が出上しており, 1は土師器の皿,2・ 3は肥前

系陶器の皿で,いずれも江戸時代のものである。な
お,ト レンチ断面での確認にとどまったが,整地上
層から土坑が掘り込まれていた。整地土層以下は,

暗青灰色砂混粘土層が薄く堆積しており,その下層
で地山の灰黄色細砂層となっている。

第 2ト レンチでは,高松空襲時の焼土層直下で,
第 1ト レンチと同じ整地土層を検出した。4は京・

信楽系陶器の皿,5は瀬戸・美濃系磁器の碗であり,
これにより,19世紀の整地土層と考えられる。整
地上層以下は暗青灰色砂混粘土層,青灰色粗砂層 ,

暗オリーブ灰色砂混粘土層が堆積していた。遺物の

出土はなく,時期不明であるが,こ れらの堆積層は
北東から南西方向に深くなっていることから,旧河
道の可能性が考えられる。

第 3ト レンチでは,第 2ト レンチ同様,高松空襲
時の焼土層直下で整地土層を検出した。遺物は整地

上層直上から出土した 6の瀬戸・美濃系陶器の蓋だ

けである。整地上層以下には,黄灰色粘土層,灰色
細砂層,暗青灰砂混粘土層が所在し,湿地状の地形
が想定される。

第4ト レンチでは,高松空襲時の焼土層直下で地
山の灰黄色細砂層が認められ,土坑 l基を検出した。

土坑中からは遺物が多く出土した。7は産地不明陶

器の鉢,8は京・信楽系陶器の皿,9は京・信楽系
陶器の急須,10は肥前系磁器の小杯である。出土
遺物から19世紀の遺構と考えられる。

第 87図 九亀町A街区調査地位置図 (1/25,000)

6。 まとめ

今回の調査において,第 3ト レンチから第 2ト
レンチにかけて湿地や旧河道と考えられる堆積層

が認められた。その落ち込み状況から,南東 (第
3ト レンチ南方)か ら北西 (第 2ト レンチ)方向
に流れる旧河道の存在が推定できる。また,第 4
トレンチ付近は,地山のレベルが高いことから,
微高地であったと考えられる。旧河道埋土からの

出土遺物がなく,時期不明であるが,周辺は高松
城の大手にあたることから,16世紀末以前の地形
であることが予想され,高松城下の旧地形の一端
を知る手がかりとなる調査であった。

なお,試掘調査の結果,撹乱が著 しく,近世の
遺構 しか確認されなかったため,今回の調査対象
地は保護措置の必要がないものと判断した。
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lTr

既存建物により撹乱を受け

ている範囲

調査対象地

lTr

2 コンクリート

4 10YR6/2 灰黄褐 粘質シルト

2 5YR7/4 淡赤橙
5 
粘質シルト

0          1m

ワ

1

4Tr

l

1 花聞土

25Y5/6 明黄褐

砂混粘土 (焼土含む)

10YR5/2 灰責褐

粘質ンルト

_11
2 5GY4/1 暗オリーブ灰
12砂
混粘土

]3

6

7 25Y4/1 黄灰 粘土

9

]3 ~~

8 5Y6/1  灰 細砂
9 5BG4/1 暗青灰 砂混粘土
10 10BG3/1 暗青灰 砂混粘土
11 5BG5/1 青灰 粗砂
13 25Y7/2 灰責 細砂

⑩
華．

第 88図 調査地位置図及び上層柱状図及び出土遺物実測図
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